
私たちは君を忘れない

世界では今なお毎年55,000人もの命が狂犬病で失われています

狂犬病で亡くなる人のほとんどは、犬に咬まれて感染しています

厚 生 労 働 省

－ 日本にも狂犬病がまん延していた時代がありました －

•狂犬病は、人を含むすべての哺乳類が感染します。

•世界のほとんどの地域で発生している感染症で、特にアジアでは、ほとんどが犬に咬まれることによって

人が狂犬病に感染しています。

•狂犬病は予防できる感染症です。現在、国内における狂犬病の発生はありませんが、海外からの侵入に

備え、 日頃から予防しておくことが大切です。

•狂犬病に関する詳しい情報は以下のホームページをご覧下さい。

厚 生 労 働 省 ： http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/07.html
国立感染症研究所： http://idsc.nih.go.jp/iasr/28/325/inx325-j.html

犬の飼い主は、

① 市区町村にあなたの犬を登録しましょう。

②狂犬病予防注射を毎年受けさせましょう。

狂犬病は予防できる感染症です。

1950年、当時４歳の男の子は、
犬に咬まれて狂犬病ウイルスに感染しました。
それから１ヶ月後、
男の子はお母さんに手を握られながら亡くなりました。
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